
 

長期研修員 髙橋千夏 田島晃代 髙草木元浩 

他者と対話し、よりよい生き方を考える 
道徳科の授業を目指して 

－小･中学校で活用できる｢こころのマップ｣を通して－ 

【児童生徒の実態】 
・十分に考えを広げ深められていない 

【教師の課題】 
・「考え、議論する道徳」への不安 

【目指す児童生徒像】 
他者と対話し、よりよい生き方を考える児童生徒 

研究構想図 

多面的･ 
多角的に 
考える 

対話を重視する 

思考の道筋が見える 

道徳科の｢見方・考え方｣を働かせる 

 考えさせたいことを明確にする 

小･中学校を通して､児童生徒の実態に応じた｢こころのマップ｣の活用 

疑 問 
どうして？ 
そうかな？ 

共 感 
そうだね 
おなじだね 

新たな気付き 
なるほどね 
それもあるね 

自己との
関わりで
考える 



「こころのマップ」を使った授業の流れ 
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実践例（小学校６年） 
Ｃ-（13）公正、公平、社会正義 
主題名「社会正義の実現」 
教材名「杉原千畝-大勢の人の 
      命を守った外交官-」 

 

□□さん 

△△さん 

○○さん 

  「こころのマップ」は、対話を通してよりよい生き方についての考えを広げ深める 
  ことができ、「考え、議論する道徳」の授業につながるものとして活用できる。 
  
  「こころのマップ」を効果的に活用するためには、児童生徒の実態に合わせ、 
  形式などを更に工夫していく必要がある。 
    「こころのマップ」を活用し、 他者と対話しながら、多様な感じ方や考え方を比 
  較・検討し、道徳的価値を追求していく授業を実現していきましょう。 

成
果 

課
題 

提
言 

「正義の人」とはどのような人でしょう。 

実態に応じた 
活用のために 

★書くことへの負担軽減の 
  ために､“もこもこ”の 
   数や大きさなどを調整 

道徳的価値について想起し､自分で考える 

中心発問に対して自分で考える 

対話を通して多様な感じ方や 

考え方に出会い､考える   

“点線もこもこ” 

自分の考えを

整理する 
 

“実線もこもこ” “フリースペース” 

更に考える        

深まった道徳的価値の理解を基に、
これまでの自己を振り返り、 
これからの生き方を考える 

本時で追求したい道徳的価値 

終末での気持ち 

悪をやっつけ、人を助ける人 

ビザの発行を決意したのは、どのような
思いがあったからなのでしょう。 

ユダヤ人を助けることができなかっ
たら、一生こうかいする。 

Ｃ 

    

正義とは 

心が動いた他者の考えを書く 

観点ごとに相手の名前を書く 

今日の学習で、正義とは何かが分かっ
たような気がした。正義とは、自分が
正しいと思ったことをやりとげること
だと思う。ぼくも千畝さんみたいに正
しいことをやりたいと思う。 

教材名 

対話をしながら 
書くことが 
難しい場合 

文をたくさん 
書くことが 
難しい場合 


